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１ 企業の構造的な課題 
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心疾患の死亡率 
 

30代前半の死亡率を１としたときの性・年齢階級ごとの心疾患の死亡率を示し
ています。加齢とともに、死亡率が高くなっています。（厚生労働省人口動態統
計に基づき作成） 

－4－ 

少子高齢化は病気が増える構造的な問題を内在しています。 

日本の最大の課題は 

国民の“健康維持”です。 
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  注：昭和35年、40年は沖縄を含まない。
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都道府県別にみた年齢調整死亡率の年次比較  

平成22年 都道府県別年齢調整死亡率の概況 

http://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/other/10sibou/  

死亡率の減少とともに 

都道府県格差は縮小しています。 

－5－ 

http://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/other/10sibou/
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脳血管疾患の都道府県別年齢調整死亡率の年次比較 

平成22年 都道府県別年齢調整死亡率の概況 
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－6－ 

でも、構造を探ってみると… 



Copyright  the University of Tokyo & HealthCare Committee, INC. 

「メタボと県民性」 
地域でもこんなに違うの？ 

－7－ 

「職種と病気」 
働き方でこんなに違う！ 
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交代制（夜勤）の人は 

高脂質で、脂肪肝になりがち。 

でも、ちょっとした工夫で... 
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21世紀における国民健康づくり運動<健康日本21> 

健康格差＝改善の“余地”がある 
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２ 効果的な健康対策 
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仕事は真摯にする。 
でも実は... 
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環境の整備／個々の意識づけ 

－13－ 

健康課題に応じた取り組み 
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基盤となる取り組み 
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基盤となる取り組みとは… 

－14－ 
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環境の整備 

－15－ 
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集団のリスク評価 

“若年層が多いが 

高血糖である職場” 

 

 

 

 

 

 

 

空腹時血糖 （全国20代＊） 
男性９８mg/dl（８９mg/dl） 
女性９４mg/dl（８７mg/dl） 

組織の健康リスクレベルの低減 

“全国２０代の 

平均レベルに低減！” 

 

 

 

 

 

 

 

・欠食 

・甘い飲料 

・野菜不足 

・平均年齢26歳の従業員 
・血糖値は50代のレベル 

空腹時血糖 
男性９８⇒８８mg/d 
女性９４⇒８８mg/dl 

組織の取組 
・食事タイムを設定 
・朝礼で健康講和 
 
個々の行動変容 
・飲料の置換え 
・弁当持参 
        など 「お客さんに朝食の重要さを 

     伝えるようになった」 

－16－ 

職場環境を整えて健康改善を図ったアクア 
 

健診結果に基づき、集団のリスクが可視化された事例。健康リスクとその背景が把握されたことで、管理者および従業員
の行動変容と職場の環境整備を促し、高血糖の改善につながった。 

＊厚生労働省「国民健康・栄養調査」より 

環境の整備 



Copyright  the University of Tokyo & HealthCare Committee, INC. －17－ 

意識づけ 

？ 

No, weight！ 
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Cupio + Quality ＝ QUPiO 
米国は自己モニタリングから… 
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●リスク内容に応じた食生活（体験談）を提案 

●禁煙への挑戦 

健康状況に応じた 

個々への動機づけ 

 ① 病気のリスクを「自分ごと」に 

●本人と同じリスクで倒れた著名人のエピソー

ドを配し、生活習慣病の重大性を印象づけ 

 ② 健診結果のどこにリスクがあるかを理解 

●健診結果に基づくリスクおよび同世代での

自分の位置づけ 

 ③ アクションプラン＜食事編＞ 

 ④ アクションプラン＜運動編、その他＞ 

●運動習慣を生活に取り入れるヒント（体験談） 

●医療機関への受診、服薬の重要性 

●メタボリスクがないひとには他の健康課題 

健診受診者全員を対象にし、 

行動変容の準備（意識づけ） 

を目的とする。 
 

- 男性・女性 

- 被保険者・被扶養者 

- 肥満、リスクの種類 

- 喫煙、服薬、運動習慣 
 

などによる内容で個別化。 

媒体は冊子・IT媒体 

－19－ 

資料）厚生労働省「第４回保険者による健診・保健指導等に関する検討会」一部改変 

意識づけ 

でも日本は健診データがある！ 

本人の健診データに基づく意識づけが起点です。 
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３ 人的資本、生産性の視点から取り組む 
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欧米流は… 

－22－ 
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健康経営の表彰を受けている企業は経営パフォーマンスが良い 
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2014年度；日本でも試行開始 
東京大学政策ビジョン研究センター 

健康経営研究ユニット 
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日本流は… 

－25－ 
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ライフステージにおける健康課題（イメージ） 

20代     30代     40代     50代     60代 

生活習慣 

動脈硬化 

病気の発症 

課題 

企業の重要な課題は 

労働力の確保です。 

社会的評価が 

重要 
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第73回労働政策審議会安全衛生分科会より 

労働衛生での評価 
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Employee Health Management 

Rated Loan Program 
In the 1980s Dr. Robert. H. Rosen advocated the “Healthy Company,” in which concern  

for employees’ health would bring management efficiency and much more profit to the 

company. 

 

It contributes to risk control in terms of compensation for worker accidents and acts as a 

spotlight from the point of Corporate Social Responsibility.   

金融面での評価 
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Story of Developing DBJ HM Rating Program 

DBJ participates in health management promotion 

consortium and METI research program regarding 

“regulatory reform, industry creation in the health care area”       

Health management  

promotion consortium  

Developed a scoring model that measures how a company’s 

health management works, and promotes such activity 

HCC specializes in health care and  

Dr. Yuji  Furui , CEO, is an 

authority on preventive medicine. 

Dentsu is one of the largest 

advertising agencies in Japan. 

http://www.hcc-jp.com/index.html
http://www.dentsu.co.jp/
http://www.dbj.jp/
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“受容性のある健康課題” 
 

⇒“うちは王道から行きますよ！” 



Copyright  the University of Tokyo & HealthCare Committee, INC. －33－ 

環境整備の取り組みと企業経営との構造的な検証 
＊禁煙と営業収入の変移に関する研究 
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従業員からのコメント 

－34－ 

なるほど 

これは伝えてあげよう 

実は朝食を抜くと 

太りやすくなるんですよ 

ほぼすべての従業員の血糖値が平均まで改善。 

体調不良で欠勤するスタッフが減り、ローテーションが安定。 

健康に関する知識が増えたことで営業トークの幅も広がり、 

売り上げもアップしたんです。 
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「健康経営のすすめ」 
 

自社のステージをチェックシートで確認し、明日からアクション 

できることが特徴となっている。 

出典）東京商工会議所 
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ヤスマの「健康経営」 
 

“意識づけ”“環境整備”“行動”を柱とした取り組みを実施している。 

出典）東京商工会議所国民健康づくり委員会主催セミナー 

    「企業の生産性を高める健康経営とメンタルヘルス」 

    ヤスマ株式会社発表資料（2013.7）より 
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2014年1月28日（火）放送 

～会社も町も大変身！～ 

健康づくりはコミュニケーション・ベース 
 

⇒“仕事動線”“生活動線”に乗せる仕掛けづくり 
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産業保健や健保組合が 

従業員や経営者を巻き込む起点 
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おわりに 
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政府の成長戦略における健康経営の位置づけ 
 

「日本再興戦略」改訂2014において、健康寿命の延伸に対応する新しい施策として、“経営者等に対するイン
センティブ”の付与が示された。 

金融政策、財政政策に続く、アベノミクス“第３の矢” 

「新たな成長戦略（日本再興戦略）」 

■日本産業再興プラン 

■戦略市場創造プラン 

■国際展開戦略プラン 

３つのアクションプラン 

国民の健康寿命の延伸 

「日本再興戦略」改訂2014； 

健康経営に取り組む企業が社会で 

評価される枠組み等を構築 

戦
略
の
進
化 

“経営者等に対するインセンティブ” 

“データヘルス計画”（健保と事業主の協働） 
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だから“健康”保険証なんですね! 

【参考】ICT活用による健康づくりの継続への寄与（NHKクローズアップ現代,2014年1月） 

http://www.nhk.or.jp/gendai/kiroku/detail_3459.html 

http://www.nhk.or.jp/gendai/kiroku/detail_3459.html
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“内向き”から、“外向き”へ。 



Copyright  the University of Tokyo & HealthCare Committee, INC. 
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東京大学大学院医学系研究科修了、医学博士。 
同大学医学部附属病院22世紀医療センター等を経て、2012年より現職。2003年には予防医学 
の社会適用を図る院内の健康委員会（ヘルスケア・コミッティー）を株式会社化し、産学連携のもと予
防事業の検証に取り組む。著書に「わかるとかわる 特定健診・保健指導」（カザン）等。 
厚生労働省、経済産業省、東京都、健保連合会、国保中央会等で委員を務める。 
 

研究活動； 
私のまちの健康に資する保健事業の設計と実施：愛知の国保2014；5：6-9 
効果的な保健事業の再構築；健康保険2013；67(11)：28-34 
Long-term care-service use and increases in care-need level among home-based elderly 
 people in a Japanese urban area；Health Policy,110:94-100,2013 


